
事業名 実　施　日　時 実　施　場　所 従事者の人数
受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）

①
スポーツトレーニ
ングの実施

日常的にスポーツトレーニングプログラ
ムを実施する  ※詳細別紙（Ａ）参照

日常定常的(年間を通
して実施、主に土日）

都内公共施設、オンライン V / 538名 A・P / 810名 7,706

②
スポーツ大会の
実施 2022年第8回スペシャルオリンピックス日

本 夏季ナショナルゲーム・広島 東京選
手団選考会

4月16日、5月22日
5月29日、6月 5日
6月11日、6月12日

府中市立白糸台体育館
昭和の森テニスセンター
帝京科学大学
東京ポートボウル
国立オリンピック記念青少年総合セン
ター

V・S / 82名 A / 314名 592

③
スポーツ大会へ
の派遣

【ボウリング】
スペシャルオリンピックス日本
2022年オンラインボウリング記録会

5月～7月31日
オンライン
（各プログラム開催会場）

V・S / 15名 A / 135名

【ボウリング、水泳、陸上競技、卓球、サッ
カー】

第23回東京都障害者スポーツ大会

5月21日、5月22日
5月28日、5月29日

東京ポートボウル、
駒沢オリンピック公園総合運動場
武蔵野総合体育館

V・S / 15名 A / 125名

2022年第8回スペシャルオリンピックス日
本 夏季ナショナルゲーム・広島

11月4日～6日

広島県立総合体育館
日本製鉄アクアパーク
エディオンスタジアム廣島
広島経済大学石田記念体育館
ミスズボウル
マエダハウジング東区スポーツセンター
広島広域公園テニスコート場

V・S / 27名 A / 69名

【陸上競技】
第40回記念神宮外苑ユニファイドラン

11月27日 神宮外苑周回道路 V・S / 3名 A / 15名

フィギュアスケート 4月24日 江戸川区スポーツランド V・S / 3名 F・V / 14名

ボウリング 8月22日 東京ポートボウル V・S / 3名 F・V / 19名

ショートトラックスピードスケート 11月13日 江戸川区スポーツランド V・S / 3名 F・V / 6名

競技チア 11月13日 トキワ松学園高等学校　体育館 V・S / 3名 F・V / 10名

フロアボール 12月25日 帝京科学大学　体育館 V・S / 3名 F・V / 22名

(3)
知的障害者に対
する英会話、合
唱、音楽等の文
化活動支援事業

①
講座開催事業

文化プログラム講座を実施する
※詳細別紙（Ｂ）参照

随時

オンライン
国立オリンピック記念青少年総合セン
ター
スタジオリリカ
スマイル中野
目黒区民センター社会教育館
岡本るみ子バレエスタジオ

V / 26名 A / 106名 156

①
webページの
開設運営

webページの制作、運営、更新 随時 法人事務所、ボランティア自宅 広報委員会 / 4名
一般対象

不特定多数

②
出版物の発行 ニュースレター発行

ポスター、チラシ制作
年3回

(4月、8月、12月)
法人事務所、ボランティア自宅 広報委員会 / 4名

A・F・V・一般
10,000名

③
普及活動 アスリート入会

オリエンテーション
毎月2回 法人事務所（オンライン対応） S / 2名

新規入会希望者
69名

ボランティア説明会
7月27日、8月24日

9月24日
法人会議室 V / 3名

新規参加希望者
4名

学校連携プログラム
(ファミリー講演）

11月25日 杉並区立中瀬中学校 F・S / 2名
同校教師・生徒

約190名

会員管理システム構築･運用 通年 法人事務所 S / 3名
A・F・V

約4,000名

実施せず

2022年度　事業報告書
2022年1月1日から2022年12月31日まで

認定特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本・東京

１　事業の成果

　また、2022年度は、全国大会に向けた選考会の実施や4年に一度開催の全国大会への派遣、ならびに対外的なスポーツ大会への派遣を行ったことで、アスリートたちが日
ごろの練習の成果を発表する場を増やせたと同時に、アスリート自身も大会参加を通じて大きく成長することができた。大会に参加できなかったアスリートにとっても、トレーニ
ングでの目標ができ、今後の活動に生かすことができた。

２　事業の実施に関する事項

（1）特定非営利活動に係る事業

事　業　内　容

　 2022年度は、まん延防止等重点措置が解除されたことを受け、3月下旬より対面での活動を再開した。活動への参加にあたっては、2週間の体温、体調管理や会場内で
の消毒の徹底など、活動に参加するアスリート（知的障害のある人）、ファミリー、ボランティアの全員が感染対策をしっかり行いながら対面での活動に参加をした。文化的な
プログラムにおいても対面での活動を再開し、対面とオンラインの両方での実施により文化的な活動もアスリートに提供ができた。

（2）その他の事業

※A：アスリート、F：ファミリー、P：パートナー、V：ボランティア、S：スタッフ

(1)
知的障害者に対
するスポーツ事業

(2)
知的障害者に対
するスポーツ指導
者の育成事業

①
コーチクリニック
（認定コーチ養成）

61

(4)
知的障害者に関
する一般社会の
理解をより深める
ための広報･啓
発･普及事業

522

6,445




